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Abstract 
This paper examines the visual image of buttons used in fashion design. The purpose is to provide infor-
mation about buttons as part of basic reference materials for developing new designing techniques. Forty-
eight female students rated the visual images of 61 types of buttons, classified by material into 10 groups 
The results obtained are as follows: 
1. The buttons that are rated as“preferred and good”include glass, rhinestone, pearl and string/cord, most 
of which look refined, novel and feminine. These results coincide with the latest fashion trends. 
2. Factor analysis has extracted three factors regarding th巴imag巴ofbuttons：“elegance，”“decorativeness” 
and “fashionability.” 
3. The results of the correlation analysis between “巴l巳gance/decorativeness”factorsand factor scores of the 
buttons show that: 
0 decorative buttons, such as glass, rhinestone and pearl, correspond to the imag巴ofelegant blouses, 
0 while non decorative buttons, such as leather, bamboo, quasi-wood, horn, bone and sh巴1,correspond 
to the image of sporty blouses. 
4. The results of the correlation analysis betwe巴n“fashionability/elegance”factorsand factor scores of th巴
buttons show that: 
0 leather buttons correspond to the image of fashionable and sporty blouses, 
0 string/cord, bamboo, quasi wood, horn, bone and shell buttons to the image of basic and sporty blous-
巴s,
0 and glass, rhinestone, metal and pearl buttons to the image of fashionable and elegant blouses. 
5. Cluster 1, obtained through cluster analysis, consists of shell and lacto buttons with a sporty, non-decora 
tive, and basic image. Cluster 2 consists of horn, bone, bamboo, wood, nut and string/cord buttons with a 
decorative and basic image. Cluster 3 consists of rhinestone and pearl buttons with an elegant and deco-
rative image. Cluster 4 consists of leath巴rbuttons with a sporty and fashionable image. Cluster 5 con-
sists of metal buttons with an elegant and fashionable image. 
The visual image of buttons used for blouses is clarified as m巴ntionedabove. 
（キー ワー ド ファッシヨン造形： FashionDesign, ボタン： Buttons, イメー ジ： image, 女子学
生： femalestud巴nts, 視覚評定： visualrating) 
1. 緒 冨 は機能性と装飾性があり、その素材やデザインに
よりアイテムの表情を大きく変える重要なポイン
トになっている。そこで、ボタンは衣服における
ひとつのアクセサリーとしても多く使われてい
る。特に、白色のブラウスをコンセプトにしてい
るフランスのブランドであるAnneFontaine、
Rayu e、イタリアのブランドである Nara 
Camicheなど白色のブラウス専門のブランドは
衣服を作るときには、最後にボ、タンを付けて完
成する。ボタンを変えれば衣服の表情（持ち味）
も全く変わると言われている九ボタンの役割に
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Fig. 1. Photograph of button sample 
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ボタンをアクセサリーとしてf吏われているO
ボタン「button」の語源について定説はない
が、花のつぼみを意味する古代ゲルマン語の
「buttonJと古代ラテン語の「bottanei」がその
起源とされており、日本語のボタンはポルトカ、ル
語の「batao」から来たものと思われる 2）。
大きさは1センチから 10センチくらいまで、
平均すると約2センチから3センチの大きさのも
のに、その時代の丈化や技術のエッセンスが種々
の素材の中に集約表現されている。小さな芸術作
品、それがボタンである 3）。日本では1988年、
世界で初めてといわれるボタンだけの常設博物館
を東京日本橋浜町にオープンし、ボタンによる世
界の文化史を標梼した3）。
ファッシヨンに求められるニーズが多様化する
中でユニクロや無印良品などのシンプルカジュア
ルなスタイルと、 SPA（製造小売業）やセレクト
ショップなど専門店の個性豊かなエレガンスカジ
ュアルなスタイルの二極分化が消費者噌好の中に
存在している。流行に関心のある女子学生は専門
店でファッション商品を買うという購買行動が明
らかにされている針。最近、少しずつ装飾的なデ
イティールが求められている。フリルにラッフル、
リボンに刺繍など数え上げればきりがないほど装
飾的なテクニックが増加している。そこでボタン
に関する関心も高くなった。ボタンに関する研究
論文としては、子供のボタンかけはずし行動から
みたしつけにブラウスの明きが着脱動作と官能
評価におよぼす影響ペ高齢女子の袖口ボタンか
けはずし動作 7）などがあるが、ボタンの選択によ
って変わる衣服の表情（持ち味）としてのイメー
ジに関する研究はなされていない。
そこで、本研究は婦人服のブラウスに用いられ
ているボタンのイメージを明らかにすることを目
的とする。ブラウスは家庭内の室内着として、ま
た外出着として、インナーウエアとして年中着ら
れている。また、高齢者から若者まで幅広く着用
している。ブラウスに用いられているボタンのイ
メージを明らかにすることは、ボタンを付け替え
たり、世界に一つしかないパーソナルな服にして
みたり、時代の気分に合わせて新作をつくったり
などの、衣服設計において重要であると思われる。
これまでに、ブラウスの衣服形態のイメージ8)
について研究した。今回に取り上げたボタンは衣
服形態において最後に付けるアクセサリーである
ボタンのイメージを明らかにすることは、衣服形
態のイメージとマッチする衣服設計ができ、意義
あることと思われる。
婦人用ブラウスに用いられるボタンは天然素材
ボタンとして、貝ボタン、角・骨ボタン、木ボタ
ン、皮革ボ、タン、ナットボタンがあるが1955年、
アメリカでポリエステル樹脂を使って、蝶貝調の
光沢が出せる製造法が開発され、現在では、日本
はもちろん、世界のボタンの主流を占める素材と
なっている。また、 1960年から 1970年頃にかけ
て各種のプラスチックと紐やメタル、ビーズなど
を組み合わせたハンドメイク調のボタンが流行
し、金属ボタンは明治以降、官公庁や学生服など
に広く使われた九
2. 方
?
( 1）試料
ボタンのイメージを測定するために試料に用い
たボタンのサンプル写真をFig.Iに示す。試料の
サイズは直径lOmmから20mmが多い。試料の
特徴がわかるように各サンプルにおいて複数のデ
ザインのボタンを提示した。
(2）測定方法
ブラウス用のボタンイメージの測定に用いた尺
度はTable1に示すように、ブラウスの形態イメ
ージの測定に用いた10対の形容語および2対の
総合評価用語を含む合計12対の形容語削からな
っている。なお、これらの12項目について、 SD
法により 7段階（非常に、かなり、やや、どちら
でもない、やや、かなり、非常に）で被験者に評
定を求め、 I点から7点の得点を与えて数量化し、
各サンプルの評定平均値をもとに分析に供した。
被験者は女子学生48名で、試料のボタンは実物
をみせた。（なお、評価にあたって触感は考慮に
入れないよう留意した。）
?
?
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Table 1. Semantic differential scale used for visual ratings 
of button image (12 pairs of adjective) 
Image ( 1 Opair) 
expensive look-cheap look 
（高級な安っぽい）
elegant悶sporty
（工レガントなー スポー ティな）
basic fashionable 
（ベーシッケな
ファショナブルな）
adult-young 
（アダル卜な ヤンク主）
mannish feminine 
（マニッシュ主 フ工ミニンな）
novel-old fashioned 
（目新しい古めかしい）
(3）分析方法
Synthesis (2pair) 
urban-rural 
（都会的な一回舎的な）
refined-vulgar 
（上品な下品な）
円1odern-class1c
（モダンな クラシックな）
decorative-not decorative 
（装飾性のある 装飾性のない）
good bad 
（良：し、一悪い）
preferred not preferred 
（好きー 嫌い）
分析には相関分析、因子分析、クラスタ分析の
手法を用いた。まず、ブラウスのデザインイメー
ジを測定したデータにlから7までの得点を与え
て数量化し、各サンプルの評定平均値をもとに総
合評価の2項目と相関分析を行い、ボタンのイメ
ージと総合評価との関連を検討した。次に、ボタ
ンのサンプル数（ケース）が測定項目（変数）よ
り少ないために、ボタンのイメージの評定生デー
タをもとに各イメージの因子分析を行い、ボタン
のイメージを構成する重要因子を明らかにし、各
因子聞の関連について検討した。また、因子分析
から得られた因子への各試料の因子得点をもと
に、 Ward法によるクラスタ分析によりクラスタ
分けを行い、各クラスタ別のボタンのイメージに
ついてf食言すした。
3. 結果および考察
( 1）ボタンのイメージと総合評価との相関
ボタンのイメージと総合評価との関連を見るた
めに相関分析を行った結果をTable2に示す。ま
ず、ボタンのイメージについて総合評価と相関の
高かった項目をみると、総合一割面の「好き 嫌いj
では、「上品な一下品なjが危険率1%で、「ベー
シックな ファッションナブルなJ「マニッシュ
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Table 2. Correlation coefficients between synthesis and 
image of button 
Image of 
bu世on
cheap look 
elegant 
spo吋y
basic 
fashionable 
adult-
young 
mannish-
feminine 
novel 
old fashioned 
urban 
rural 
refinedー
vulgar 
町1odern
classic 
decorative -
not decorative 
Synthesis 
good-bad preferred not preferred 
0.618 0.523 
0.600 
0.617 
0.533 0.273 
0.657' 0.522 
0.540 0.247 
0.523 0.209 
0.586 0.612 
下＜0.05司＂ P<0.01 (N=48) 
な フェミニンな」が危険率5%で有意な相関が
認められた。「良い悪い」では「上品な下品
な」が危険率1%で、「エレガントなースポーテ
イな」「マニッシュな フェミニンな」「日新し
い古めかしいjが危険率5%で有意な相関が認
められた。一方、高級な、アダルトな、都会的な、
モダンな、装飾性のある、では総合評価とあまり
相闘が認められなかった。ここで各形容語対の項
目はプラスの相関が右の形容語を示し、マイナス
の相関は左の形容語を示している。したがって、
好きなイメージは、上品な、ファッションナブル
な、フェミニンなイメージと相関係数が0.69以
上の高い関連が見られた。良いイメージは上品な、
エレガントな、フェミニンな、目事庁しいイメージ
と相関係数が0.66以上の高い関連が見られた。
次に、総合評価用語の好きで良いあるいは嫌い
で悪いと評価されたボタンについて評定平均値を
プロットした結果をFig.2に示す。「好きー ←嫌いj
と「良いー悪い」イメージには相関係数0.85
( p < 0.01）で有意な関連が認められた。好きで
良いと評価されたボタンは、ガラス・ラインス
ト ン（s 6）、真珠（s 8）、紐・コード（s 9)
01角・骨 とと一致している。
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Fig.2. Relation between the synthetic ratings described 
as“good”and “preferred” 
など上品で目新しくフェミニンにみえたボタンが
多い。一方、嫌いであまり良くないと評価された
ボタンは全くないが、やや好きで良いと評価され
たボタンは、角・骨（s 4）、ラクト（s 2）、
竹・木調（s 5）、金属（s 10）、ナット（s 3）、
草（s 7）、貝（s 1）などベーシックでマニッシ
ュなにみえたボタンが多い。これらの結果は現代
のファッションのトレンド1）が上品で、目新しく
フェミニンであることが必要条件になっているこ
(2）ボタンイメージの因子分析
ボタンのイメージと総合評価との関連をみてき
たが、より総合的な視点から考察するために、 2
項目の総合評価用語を除く、ボタンのイメージ
10項目の生データをもとに、因子分析を行い、
固有値1以上で、パリマックス回転を行った結果、
3因子が抽出された。それぞれの因子負荷量を示
したものがTable 3である。ボタンについて因
子負荷量の高い形容語対を手がかりに因子の意味
を考察すると、 22%の寄与率を占める第l因子
は、「エレガントなースポーテイな」「アダルト
なーヤングな」「マニッシュな フェミニンな」
といったような項目からなっており、ボタンの
『エレガント性』の因子と解釈した。 18.4%の寄
与率を占める第2因子は、「ベーシックなーファ
ッショナブルなJ「装飾性のある一装飾性のない」
「高級な一安っぽい」「上品な 下品な」といった
ような項目からなっており、ボタンの「装飾性J
の因子と解釈した。 16.5%の寄与率を占める第3
因子は、「目新しい古めかしい」「都会的な 田
舎的なJ「モダンなークラシックな」といったよ
うな項目からなっており、ボタンの『ファッショ
ン性』の因子と解釈した。
Table 3. Factor loadings for Image of button (N=48) 
Se昨1anticdifferential scale Factor 1 Factor 2 Factor 3 Common 
Factor 
Elegance Decorativity Fashionability 
elegant-sporty 0.222 0.123 0.763 
adult young 0.050 0.151 0.628 
mannish feminine 0.401 0.307 0.594 
basic-fashionable 0.102 0.072 0.764 
decorative-not decorative 0.429 0.189 0.597 
expensive look-cheap look 0.422 0.456 0.662 
refined-vulgar 0.303 0.268 0.342 
nove卜oldfashioned 0.128 0.207 0.591 
urlコan-rural 0.256 0.062 0.441 
modern-classic 0.116 -0.054 0.313 
eigenvalue 2.2 1.8 1.7 
contribution (%) 22.0 18.4 16.5 
cumulative incidence (%) 22.0 40.4 56.9 
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ボタンのイメージを決定する主要な因子は『エ
レガント性J『装飾性』『ファッション性』の3因
子であることが明らかになった。
(3）イメージの『エレガント性』と『装飾性Jの
因子へのボタンの因子得点による相関分析
第1因子の『エレガント性Jと第2因子の「装
飾性』の因子へのボタンの因子得点による相関分
析を行った。その結果をFig.3に示す。それぞ
れの因子得点のマイナスが『エレガント性』と
『装飾性』の値の高いことを、プラスが『エレガ
ント性』と『装飾性』の値の低いことを表す。
イメージの「エレガント性』と『装飾性』には
相関係数0.57で関連が認められた。
『装飾性Jがなく『エレガント性Jのあるボ
タンは、金属（s 10）ボタンであり、逆に、「装
飾性』があり「エレガント性』のないボタンは、
ひも・コード（s 9）ボタンである。また、『装
飾↑生』と『エレガント↑生』カすあるボタンはガラ
ス・ラインストーン（s 6）、真珠（s 8）などで
あり、逆に『装飾性jと『エレガント性』がな
いボタンは革（s 7）、竹・木調（s 5）、角・骨
( s 4）、貝（s 1）である。本研究に用いた試料
661 
517 
.406 
t .206 
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Fig.3. Relation between the decorativity and Elegant 
image of button (Each plot in Fig.3 and 4 
represents the mean value of factor scores 
obtained through the factor analysis of each 
image) 
からは、エレガントなブラウスのイメージにはガ
ラス・ラインストーン、真珠など装飾性のあるボ
タンが、スポーテイなブラウスのイメージには革、
竹・木調、角・骨、貝など装飾性のないボタンが
対応することが明らかになった。
(4）イメージの「エレガント性Jと『ファッシ
ョン性』の因子へのボタンの因子得点によ
る相関分析
第l因子の『エレガント性』と第3因子の『フ
ァッション性』の因子へのボタンの因子得点に
よる相関分析を行った。その結果をFig.4に示
す。それぞれの因子得点のマイナスが『エレガン
ト性」と『ファッシヨン性』の値の高いことを、
プラスカf『エレガント↑主』と『ファッション性J
の値の低いことを表す。イメージの『エレガント
性』と「ファッション性』には相関係数0.60で
関連が認められた。『ファッション性』があり
『エレガント性』のないボタンは革（s 7）、また、
『ファッション↑生』と『エレガント↑生』があるボ
タンはガラス・ラインストーン（s 6）、真珠
( s 8）、金属（s 10）などであり、逆に「ファッ
ション’性』と『エレガント↑生』カ宝ないボタンは
705 0革 ガラス・
ライン
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Fig.4. Relation between the fashionability and elegant 
image of button (Each plot in Fig.4. and 3 
represents the mean value of factor scores 
obtained through the factor analysis of each 
image) 
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Table 4. List of button by clustered image 
Cluster : Bu世on : Image of button 
, No , 
: 01 : Sporty. Young, Basic, Cheap, not deco旧t附
I 02 L 
I l貝（shell）、ラクト（lacto)
Cluster 2 : Rural, Classic 
←一一 一
！ナット（nut）、角・骨（horn.bone）、竹・木
i調（bamboo,wood）、紐・コ ド
: (strin 
1 Elegant, Feminine, Fashionable, decorative , 
, Refined, Expensive, Novel 
「ラィ＿／＿；；＼＿ ~~ －（品1~e~t~一五、主主（pearl)
, Modern 
「草 (leather)
, Adult, Elegant 
l金属（metal)
??
，
? ? ?
? ???
Cluster 1 
ひも・コード（s 9）、竹・木調（s 5）、角・骨
( s 4）、貝（s 1)である。本研究に用いた試料
の範囲からは、ファッション性があってスポーテ
イなブラウスのイメージには革のボタンが、ベー
シックでスポーティなブラウスのイメージにはひ
も・コード、竹・木調、角・骨、貝などのボタン
が、ファッショナブルでエレガントなブラウスの
イメージにはガラス・ラインストーン、金属、真珠
などのボタンが対応することが明らかになった。 06 
08 
07 
Cluster 3 
Cluster 4 
10 Cluster 5 
ある。クラスタ 4は草（S7)である。クラスタ
5は金属（S5）である。次に、クラスタごとに、
イメージの評定平均値を算出し、評価項目の順序
を因子別に配列し直したプロフィールをFig.5 
に示す。クラスタ 1は［スポーティな、ヤングな、
(5）イメージによるボタンの類型化
イメージによってボタンがどのように分類され
るか、また、クラスタ問でイメージにどのような
特慣がみられるのか検討するために、イメージの
3因子への各ボタンの因子得点をもとに、クラス
タ分析を行なった。
その結果5つのクラスタが得られた。各クラス
タの構成比とボタンの特徴をTable4に示す。ク
ラスタ 1は貝（S1 ）、ラクト（S2）である。ク
ラスタ 2は角・骨（S4）、竹・木調（S5）、ナ
ット（S3）、ひも・コード（S9）である。クラ
スタ 3はラインスト ン（S6）、真珠（S8）で
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ベーシックな、装飾性のない、安っぽい、古めか
しい］イメージを持2つボタンのグループである。
クラスタ2は［田舎的な、クラシックな］イメー
ジをt寺つボタンのグループである。クラスタ3は
［エレガントな、フェミニンな、ファッショナブ
ルな、装飾性のある、高級な、上品な、目新しい］
イメージを持つボタンのグループである。クラス
タ4は［マニッシュな、都会的な、モダンな］イ
メージを持2つボタンのグループである。クラスタ5
は［アダルトな、エレガントな、装飾性のある、都
会的な］イメージを持つボタンのグループである。
次にボタンの類型化とイメージとの関係をより
総合的に比較検討するために、イメージの3因子
へのクラスタ別因子得点の平均値を算出し、プロ
ットしたものをFig.6に示す。『エレガント性』
『装飾性』『ファッション性Jの各得点は正が評
価の低いことを、負が評価の高いことを示す。ク
ラスタ 1に属するボタンは『エレガント性J『装
飾性』『ファッション性』の得点がもっとも低い。
すなわち、スポーテイで、装飾性がなく、ベーシ
ックなボタンである。クラスタ2に属するボタン
は『装飾性Jの得点がやや高く、『ファッション
性Jの得点がやや低い。すなわち、装飾性があ
って、ベーシックなボタンである。クラスタ3は
『エレガント性Jと『装飾性』の得点がもっとも
高い。クラスタ4は『エレガント性』の得点が
やや低く、『ファッション性』の得点がもっとも
高い。すなわち、スポーティでファッショナブル
なボタンである。クラスタ5は『エレガント性J
と『ファッション性』の得点がやや高いなど、
クラスタ聞で因子ごとの得点に違いがみられた。
4.まとめ
ボタンに関する情報をもとにしてデザインを行
う手法を開発するための基礎資料として、ブラウ
ス用に用いられるボタンのイメージについて検討
した。 61種のボ、タンを材質ことに10種類に分類
し、それを試料として、ボタンのイメージを測定
した。
その結果、
(1）相関分析では、「好き 嫌いjと「良いー悪
い」イメージには相関係委士0.85 ( p < O.Ql）で
有意な関連が認められた。好きで良いと評価され
たボタンは、ガラス・ラインスト ン（s 6）、
真珠（s 8）、紐・コード（s 9）など上品で目新
しくフェミニンにみえたボタンが多い。一方、嫌
いであまり良くないと評価されたボタンは全くな
いが、やや好きで良いと評価されたボタンは、
角・骨（s 4）、ラクト（s 2）、竹・木調（s 5）、
金属（s 10）、ナット（s 3）、革（s 7）、貝（s 1)
などベーシックでマニッシュにみえたボタンが多
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く、ファッショントレンド 11）と一致している。
(2）因子分析から得られたボタンのイメージにつ
いては『エレガント性』『装飾性』『ファッシヨ
ン性Jの3因子が抽出された。
(3）「エレガント性Jと『装飾性Jの因子へのボ
タンの因子得点による相関分析を行った結果、エ
レガントなブラウスのイメージにはガラス・ライ
ンストーン、真珠など装飾性のあるボタンが、ス
ポーティなブラウスのイメージには草、竹・木調、
角・骨、貝など装飾性のないボタンが対応するこ
とが明らかになった。
(4）『ファッシヨン性』と『エレガント性』の因
子へのボタンの因子得点による相関分析を行った
結果、ファッション性があってスポーティなブラ
ウスのイメージには草のボタンが、ベーシックで
スポーティなブラウスのイメージにはひも・コー
ド、竹・木調、角・骨、貝などのボタンが、ファ
ッショナブルでエレガントなブラウスのイメージ
にはガラス・ラインストーン、金属、真珠などの
ボタンが対応することが明らかになった。
(5）クラスタ分キ斤では、クラスタ lはスポーテイ
で、装飾性がなく、ベーシックなイメージにみえ
る貝やラクトボ、タンであった。クラスタ2は装飾
性があって、ベーシックなイメージにみえる角・
骨、竹・木調、ナット、ひも・コードボタンであ
った。クラスタ3はエレガントで装飾性のあるイ
メージにみえるラインストーンや真珠ボタンであ
った。クラスタ4はスポーティでファッショナブ
ルにみえる革ボタンであった。クラスタ5はエレ
ガントでファッションナブルなイメージにみえる
金属ボタンであった。
以上、ブラウスに用いられるボタンのイメージ
が明らかになった。今後は前報8）川との関連につ
いて明らかにする予定である。
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